
 

                 

            

 

                         住 宅 課 

             

議案第８号 

 

港区営住宅条例の一部を改正する条例について 

 

  

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（以下「法」とい 

います。）の一部改正を踏まえ、規定を整備します。 

 

１ 法改正の背景 

  現行制度では、身体に対する暴力などを受けた被害者のみを対象とする保

護命令の強化等の必要性が指摘されていました。これを受け、接近禁止命令等

の申立てをすることができる要件に自由、名誉又は財産に係る脅迫を受けた

場合が追加されるなど、保護命令制度の拡充を行う改正が行われました。 

 

２ 条例改正の内容 

港区営住宅条例で引用している法の条項番号を変更します（第７条第２項 

第８号ロ）。 

 

３ 施行期日 

  令和６年４月１日 

 

 

令和６年２月２０日 資料№４ 
建 設 常 任 委 員 会 

1



港
区
営
住
宅
条
例
新
旧
対
照
表 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

 
 

 

行 

 
 

（
前
略
） 

（
前
略
） 

 
 

（
使
用
者
の
資
格
） 

（
使
用
者
の
資
格
） 

第
七
条 

（
略
） 

第
七
条 

（
略
） 

２ 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
区
営
住
宅
の
使
用
の
申
込
み
を
す

る
場
合
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
、
里
子
、
み
な
と
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
制
度
の
相
手
方
又
は
東

京
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
相
手
方
が
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

２ 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
区
営
住
宅
の
使
用
の
申
込
み
を
す

る
場
合
は
、
前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
、
里
子
、
み
な
と
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
制
度
の
相
手
方
又
は
東

京
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
相
手
方
が
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

一
～
七 

（
略
） 

一
～
七 

（
略
） 

八 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
配
偶
者
暴
力
防
止

等
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
又
は
配
偶
者
暴
力

防
止
等
法
第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力
を

受
け
た
者
で
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

八 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
配
偶
者
暴
力
防
止

等
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
被
害
者
又
は
配
偶
者
暴
力

防
止
等
法
第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力
を

受
け
た
者
で
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

イ 

（
略
） 
イ 

（
略
） 

ロ 

配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
十
条
第
一
項
又
は
第
十
条
の
二
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
二
十
八
条
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て

ロ 
配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
十
条
第
一
項
（
配
偶
者
暴
力
防
止
等
法
第
二

十
八
条
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
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準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
が
し
た
命
令
の
申
立

て
を
行
っ
た
者
で
当
該
命
令
が
そ
の
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五

年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の 

に
よ
り
裁
判
所
が
し
た
命
令
の
申
立
て
を
行
っ
た
者
で
当
該
命
令
が
そ
の

効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の 

３
～
５ 

（
略
） 

３
～
５ 

（
略
） 

 
 

（
後
略
） 

（
後
略
） 

 
 

 
 

 

付 

則 
 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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